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はじめに  
 ヴァルタ－・ベンヤミンは、フランツ・カフカが没して 10 年後の 1934 年に
『ユダヤ展望』誌への掲載に向けて、カフカについてのエッセイを書いた。1 
33 年の 3 月以降、ベンヤミンはドイツから亡命し、パリ、スヴェンボルなど
各地を転々とする生活を送っていた。例えば、ハンス・マイヤーは、こうし
た亡命生活や、32 年の自殺未遂といったベンヤミン自身の状況と合わせて、






「曇った鏡」 3  だと言われることもあるが、仮にそうだとしても、彼のカフ
                                                        
1『ユダヤ展望』に掲載されたのは「ポテムキン」と「せむしの小人」の二章だが、
ベンヤミンはもともと四章立てで書いていた。Franz Kafka. Zur zehnten Wiederkehr 
seines Todestages. In: Gesammelte Schriften. unter Mitwirkung von Theodor W. Adorno und 
Gerschom Scholem Hrsg. von Rolf Tiedemann und Hermann Schweppenhäuser. Frankfurt 




2 Mayer, Hans: Walter Benjamin und Franz Kafka. Bericht über eine Konstellation. In: 
Literatur und Kritik Jg.14(1979), S.579-597. 























                                                        
Litterarum 59(2) 2004, S.114-135. 
4 以上個々のモティーフについては、例えば以下のモノグラフィーを参照。 Jäger, 
Lorenz: Primat des Gestus. Überlegungen zu Benjamins Kafka Essay. In: Ders./Regehly, 
Thomas(Hrsg.): »Was nie geschrieben wurde, lesen« Bielefeld 1992, S.96-111, Deuring, 
Dagmar: “Vergiß das Beste nicht!” 1994, Erban, Marcus: Entstellter und Vergessener Gestus 
der “Vorwelt”. 2004. 多くのモノグラフィーの難点としては、例えば「ベンヤミンのテ
クストを一つの文学作品として持上げて、それを一枚岩的に、内在的に読むこと」が


































１ 「騎行」の不安  




















ルムードで語られている村の話を引いている（1931 年も 34 年も同様の話を
引用している）。一人の王女が、言語の通じない村に流され、憔悴して暮らし



































                                                        
6 Kafka, Franz: Drucke zu Lebzeiten. Herg. v. Wolf Kittler, Hans-Gerd Koch und Gerhard 


























                                                        
7 ベンヤミンが使用した次のドイツ語訳から引用。Laotse: Tao-te-king. Das Buch vom 
Sinn und Leben. Übersetzen von Richard Wilhelm. Köln 1984, S.80. ちなみにベンヤミン
は「若さの形而上学」においても同じ箇所を引用している。（ II.S.96）  
8 『中国の思想［VI］老子・列士』（奥平卓／大村益男  訳、徳間書店 1996 年）118~
120 頁参照。  
9 Kafka, Franz: Drucke zu Lebzeiten. S.280.  
  
か成就されない。  






















                                                        
10  Kafka, Franz: Nachgelassene Schriften und Fragmente II. Herg. v. Jost Schillemeit. 
Frankfurt am Main 1992, S.35f. もともとタイトルはなかったが、ブロートによって Ein 




























に関わるのではなく、「いまここ」で現実的に問題になるものである。 12  ベ
ンヤミンは実際、「救済は存在Daseinへの報奨金Prämieではなく、人間の最後






めるのである。」Kramer, Sven: Rätselfragen und wolkige Stellen zu Benjamins Kafka-Essay. 





























































                                                        
Christoph Gödde und Henri Lonitz. Bd.IV. Frankfurt am Main 1998,S.526(an Werner Kraft. 
1934 年 11 月 12 日 ).カフカをめぐってのベンヤミンとショーレムとのやり取りに関し
ては三原弟平『カフカ・エッセイ̶̶カフカをめぐる七つの試み』（平凡社 1990 年）10




















   
   今や自然劇場に職を得た皆が、白い布で覆われた長いベンチについて、
ごちそうにあずかる。「みな陽気で興奮していた」。祝いのために、脇役
                                                        
16  Kafka, Franz: Der Verschollene. Hrsg. v. Jost Schillemeit. Frankfurt am Main 1983, 
S.243. 
17  Kafka: a.a.O. S.245. 
18  1915 年 9 月 30 日の日記にこうある。「ロスマンとＫ。罪なきものと罪あるもの。
結局はどちらも区別なく罰されるかたちで殺される。罪なきものは、優しい手つきで、
ぶち殺されるというよりは、むしろ脇へと押しのけられるように」Kafka, Franz: 
Tagebücher. Herg. v. Hans-Gerd Koch, Michael Müller und Malcom Pasley. Frankfurt am 














































守護̶天使 Schutz-Engel、あるいは警官 Schutzmann であり、殺人者シュ
マールが「兄弟殺し」をした後で、その面倒をみる。シュマールは、「口
を警官〔守護者〕の肩に押しつけて」軽い足取りでこの警官に連行され















































                                                        
20  Kafka: Der Verschollene S.342f. 






























の希望のなさも見ている（ II.435）。  
23  a.a.O.S.348f 
  


























                                                        
24  Vgl. Kafka: Nachgelassene Schriften und Fragmente II. S.123. 
25  Kafka, Franz: Nachgelassene Schriften und Fragmente I. Hrsg. v. Malcolm Pasley. 













  「最下層の死の領域から」、彼に順風が吹いて来る。（ II.436）  
 






















ち向かう騎行なのだ。（ II.436）  
 



















                                                        
26  Kafka: Drucke zu Lebzeiten. S251f. 
  





















































































































カフカの愛するものたちの本質をなしている。 29  
「神智学」（あるいは「人智学」）などは、おそらく「真実の事物についての
                                                        
29  Benjamin: Gesammelte Briefe. Hrsg.von Christoph Gödde und Henri Lonitz. Bd.VI. 2000, 


























































                                                        
30  Benjamin: a.a.O. 



































                                                        
32  マルト・ロベール『古きものと新しきもの』城山良彦、島利雄、円子千代訳 1973































































                                                        























































るかは、そう重要なことではない（ II.438）  





































鈍な台詞は、「おまえと世界との闘いでは、世界の味方をせよ」 38  というカ
フカ自身の言葉と合わせて考えねばならないものだろう。「根源性」の側につ
                                                        
36  Benjamin: Gesammelte Briefe. Bd.VI. S56(an Gerschom Scholem. 1938 年 4 月 14 日 ). 
37  ブロートからの重引。Brod, Max: Über Franz Kafka. Frankfurt am Main 1974, S.150f. 
38  Kafka: Nachgelassene Schriften und Fragmente II. S124. 
  
くという叫びが注目に値するものとなるのは、その人間が、「世界」と自らの
「根源性」との間の緊張の中で、そうした決断をくだすときだろう。そのよ
うなときにはじめて、何かが変わって、天使たち、デーモンたちの気を引く
のであり、また閉じた領域から、外部へと「逃走」しようという「騎行」が
人に希望を与えるものとなる。カフカの天使たちは『アメリカ』でも、また
「最初の悩み」を目撃する際にも、為すことなく指をかんでいたが、もしこ
こで聞かれたような形で「根源性」の側につくという決断がなされたならば、
彼らを祝福するべく注意深く見守るという仕事を得ていたかもしれない。デ
ーモンも、あの「学生」にとりついて、彼の身振りをもっと狂気に満ちたも
のとさせたかもしれない。  
 天使も悪魔も救済を約束はしない。閉域の「外部」には「救済」の「約束」
がぶら下げられているわけではない。それにも関わらず「騎行」はなされる
のだし、また走っているならば「救済の約束」など問題にせずともよいのだ
ろう。馬は「約束」のために走ることなどないものだし、実際に走っている
のならば、そして「重荷が取り去れていさえすれば、人間であるか、馬であ
るかは、そう重要な事ではない」のだから。ベンヤミンがカフカにみた「騎
行」は、このような疾駆のイメージを浮かび上がらせる。そして、自身もい
わば「挫折者」であったベンヤミンがこのような「騎行」のイメージをとり
出したということのうちには、多くの「希望」が孕まれている。  
